
道́周辺整備工事　　　　図期に動は和〓な碗嘲却出詢州い、翻嚇醐］

小案
で
し
た
が
、
表
参
道
側

　

図
素
材
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
　
昨
年
の

一で
い
る
暗
渠
を
開
い
て
小

　

国
勢
調
査
の
際
に
区
役
所
が
用
い
て
い
た
町
域
図
が

に̈
橋
を
架
け
て
表
参
道
の
　

あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
修
正
に
手
間
取
っ
た
の
で
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整
備
を
図
る
も
の
で
、
現
在
九
月
完
成
を
目
指
し
　

す
が
　
何
と
か
当
面
使
え
そ
う
な
町
務
用
自
図
を
作

、お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

一事　　　　　　　　　　他畷蒙̈
始４聾独岬蜘酎に商断酵̈
轟晰〔一

一月
完
成
致
し
ま
し
た
。　
　
　
ふ
と
、
三
百
年
祭
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
神
社
の
方
か
ら
は
そ
の
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
町
内
会
報
に
寄
稿
の
お
許
し
を
頂
き
あ
り
が
と
　
　
九
月
ま
で
本
事
業
奉
賛
の
ご
寄
進
を
募
っ
て
お
り
　
多
分

一
九
０
六
年
は
明
治
二
九
年
で
日
露
戦
争
が
終

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
九
月
の
大
祭
は
、
根
津
神
社

　
ま
す
の
で
、
何
率
宜
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

　

っ
た
ば
か
り
、
国
力
を
使
い
果
た
し
た
あ
と
で
　
多

が
旧
地
千
駄
木
よ
り
今
の
地
に
ご
遷
座
し
て
か
ら
丁
　
Ｌ
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
の
若
者
を
失
い
　
町
方
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か

度
三
百
年
日
の
祭
礼
に
当
た
り
ま
す
。
根
津
神
社
で
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っ
た
の
で
し
ょ
う
．

は
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
氏
子
各
位
の
ご
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

一
度
平
和
を
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い

舛
苺
湊
噸
】
嗜
知
の
と
お
り
特
別
の
事
業
計
画
を
進
　
一
　
　
　
お
一
得

　̈
一　
年
　
コ
一
一
嘱
　
康
　
至
　
　
ま
け
ギ
は
江
戸
期
か
ら
の
歴
史
を
う
け
　
形
成
さ
れ

（①
ご
遷
座
三
百
年
大
祭
の
斎
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
い
も
の
で
昨
春
三
宅
さ
ん
か
ら
お
役
を
引
き
継
　
贅
電
性
剛
勁
製
『
嚇
ゆ
副
蹄
崚
噸
銚
ネ
霧
れ
は
い
漱

九
月
の
二
百
年
大
祭
に
は
卜
七
日
特
別
に
本
社

　

い
で
も
う

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
何
し
ろ
町
会
の
実
　

そ
の
町
勢
が
違
っ
て
い
ま
す
。
蓬
莱
町
の
名
の
山
来

神
輿
二
基
揃
っ
て
の
神
幸
余
を
行
い
ま
す
。
例
年

　
態
が

一
番
わ
か
っ
て
な
い
奴
が
町
会
長
で
す
か
ら
　
　
に
は
大
変
興
味
の
ひ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

は
一
基
の
み
山
申
に
載
せ
て
氏
子
の
お
子
さ
ん
方

　
随
分
と
皆
さ
ん
に
教
わ
り
乍
ら
役
を
こ
な
し
て
き
た
　
　
と
こ
ろ
で
　
区
の
教
育
部
局
は

「文
の
京
」
の
教

に
成
い
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
　
今
回
は
氏
子
　

と
い
う
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
改
革
と
か
で
　
詢
本
小
学
校
を
な
く
そ
う
と
し
て

内
を
四
区
に
分
け
て
　
そ
の
地
区
の
町
内
有
志
の
　
　
こ
の
度
新
し
い
会
員
名
簿
も
で
き
、
引
き
継
ぎ
事

　
い
ま
す
。
そ
の
考
え
の
基
本
は

『学
校
教
育
は
集
団

方
に
昇
い
で
頂
き

（台
車
に
奉
載
）
神
幸
の
行
列
　

項
の
実
務
的
な
こ
と
は
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。
今
年
　

に
よ
る
教
育
を
基
本
と
す
る
』
と
．
馬
鹿
に
つ
け
る

を
作
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
は
名
簿
に
も
あ
る
よ
う
に
　
新
た
な
有
力
者
の
　
葉
は
な
い
と
言
い
ま
す
が
　
処
方
は
つ
く
ら
な
け
れ

お
子
さ
ん
方
に
は
　
新
し
く
修
理
し
た
伝
来
の
　
方
々
の
役
職
へ
の
参
加
を
い
た
だ
き
感
謝
致
し
て
い
　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
義
務
教
育
が
ゆ
ら
い
で
い
ま
す
。

古
式
の
山
車
を
曳
い
て
頂
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
る
次
第
で
す
．



『部
長
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

防
犯
部

の
取
り
組
み

へ
の
考
え

防
犯
対
策
の
一
環
と
し
て
春

・
秋
の
地
域
安
全
週

間
及
び
　
年
末
の
夜
―ロー
リ
な
ど
を
実
施
し
た
り
　
各

種
防
犯
集
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
　
地
域
の
防

犯
意
識
の
向
上
へ
と
啓
蒙
な
ら
び
に
連
絡
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
　
年
々
地
域
に
よ
り
外
国
人

犯
罪
も
多
発
し
　
手
口
も
凶
悪
化
傾
向
に
あ
る
中

パ
ト
ロ
ー
ル
の
巡
回
経
路

・
時
間
な
ど
を
、
空
き
栄

が
調
べ
た
り
　
空
き
巣
が
Ｔ
Ｖ
防
犯
番
組
　
防
犯
グ

ッ
ズ
展
示
会
な
ど
で
情
報
を
収
集
し
て
い
る
可
能
性

が
手
口
や
行
動
な
ど
で
推
察
さ
れ
る
と
の
事
で
す
。

犯
罪
の
起
こ
り
や
す
い
立
地
環
境
を
認
識
す
る
事
が

人
事
と
、
最
近
の
児
童
犯
罪
や
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪

で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
観
点
か
ら
　
地
域
周
辺
の
環
境
認
識
と

家
人
の
防
犯
へ
の
認
識
の
向
Ｌ
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
　
地
域
の
皆
様
の
自
主
協
力
で

「自
転

車
移
動
時
　
散
歩

（大
）
　

買
い
物
」
な
ど
の
時
に

「日
配
り

・
声
か
け
」
的
に
　
ご
近
所
の
顔
と
顔
で

昼
間
に
随
時
　
自
由
に
、
不
定
期
に
余
裕
時
間
に
出

来
る
形
で
バ
ト
ロ
ー
ル
的
役
目
が
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
意
識
の
向
上
と
啓
蒙

・
防
犯
連
絡
事

項
の
掲
示
板
及
び
回
覧
で
の
情
報
提
供
と
お
知
ら
せ

な
ら
び
に
警
察
署

・
防
犯
協
会
等
が
開
催
す
る
説
明

会

・
講
習
会
へ
の
参
加
を
始
め
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
な
が
ら
　
何
か
の
―――
来
事
が
発
生
し

た
時
は
緊
急
連
絡
な
ど
の
協
力
意
識
を
持
っ
て
し
て
、

「地
域
環
境
の
認
識
と
家
人
の
防
犯
意
識
の
向
Ｌ
」

を
町
会
防
犯
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。［統
計
的
に
空
き
巣
は
五
分
以
内
に
侵
入
で
き
な
い

と
退
散
・プ
ザ
ー
、

重
鍵
等
の
戸
締
ま
り
が
鍵
］

〔人
目
が
属
か
な
い
　
家
の
死
角
が
進
入
経
路
と
な

る
の
で
　
要
注
意
　
我
が
家
の
点
検
も
必
要
］

瀧

口

逸

策

婦
　
人
　
部

お
役
を
頂
い
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
．
婦
人
部
活

動
も
多
く
の
方
々
の
支
え
で
　
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
只
今
部
員
は
二
五
名

で
す
。
昨
年
は
町
会
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
、
防
災
コ
ン

ク
ー
ル
に
婦
人
部
員
〓
名
が
出
場
し
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
応
援
者
と
選
手
が
一
体
と
な
れ
た

お
か
げ
で
す
。
地
域
は
一
人
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん

が
　
皆
さ
ん
と
共
に
蓬
莱
町
を
明
る
い
　
誰
も
が
声

を
か
け
合
え
る
落
ち
つ
い
た
街
に
な
り
ま
す
よ
う
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤

関

芳

江

文
　
化
　
部

昨
年
度
は
永
い
間
大
観
音
境
内
で
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
夏
の
盆
踊
り
大
会
も
六
年
ぶ
り
に
加
藤
さ
ん

真
浄
寺
さ
ん
前
の
通
り
を
お
借
り
し
ま
し
て
開
催
し

ま
し
た
所
予
想
以
上
に
多
く
の
吉
さ
ん
の
参
加
を
頂

き
盛
大
に
で
き
ま
し
た
。
踊
り
も
太
鼓
も
久
し
ぶ
り

で
し
た
の
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
九
月
根
津
神
社
の
三
百
年
祭
が
行

わ
れ
ま
す
．
町
会
を
Ｌ
げ
て
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た

だ
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
．
人

畑

清

心

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
文
京
区
内
に
八
四
ク
ラ
ブ

（会

員
数
約
六
四
〇
０
名
）
が
あ
り
　
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
た
め
に
次

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

手
芸
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
カ
ラ
オ
ケ
、

詩
吟
、
リ
ズ
ム
体
操
、
誕
生
会
、
新
年
会
、

輪
投
げ
、
等
々

文
京
区
蓬
莱
友
の
会

会
長
　
青

木

つ

や

電
話

（三
八
二
一
）
六
九
五
九



平
成
１７
年

６
月
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日
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日
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日
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日
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日
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日
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１

日

１０

日
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口

９

月
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日

８

口

・２

日
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日

１０

月

１２

口
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口

12
月

11
月
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定
例
役
員
会

駒
本
小
学
校
　
公
開
講
座

根
津
神
社

御
興
倉
新
築
分
担
金
振
込

部
長
会

向
丘
地
区
町
会
長
会
議

定
例
役
員
会

盆
踊
り
大
会
準
備
委
員
会

文
京
つ
つ
じ
会
総
会

詢
本
小
学
校
　
公
開
講
座

根
津
神
社
総
会

根
津
神
社
御
興
倉
Ｌ
棟
式

盆
踊
り
大
会
準
備
委
員
会

盆
踊
り
大
会
真
浄
寺
前
道
路

向
丘
地
区
町
会
長
会
議

部
長
会
（Ｌ
半
期
収
支
決
算
）

定
例
役
員
会

根
洋
神
社
御
興
倉
竣
工
奉
告
祭

定
例
役
員
会

向
丘
地
区
町
会
連
合
ま
つ
り

駒
本
小
学
校

第

一
回
根
津
神
社

三
百
年
祭
準
備
委
員
会

定
例
役
員
会

向
Ｌ
地
区
町
会
連
合
会
研
修
会

文
京
区
教
育
改
革
に
対
す
る

要
望
書
を
教
育
長
に
提
出

根
津
神
社
御
輿
倉
引
越

地
区
対
東
大
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

定
例
役
員
会

根
津
神
社
三
百
年
祭
準
備
委
員
会

歳
木
夜
警

平 平
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′ヽ t
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蓬

莱

町
会
平
成
十

八
年

度
事
業
計
画

春
　
秋
　
交
通
安
全
句
間

″
　
　
地
域
安
全
句
間

″
　
　
防
災
予
防
句
間

・ｂ
　
”
　
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
甘
酒
茶
屋
協
力

″
　
　
定
例
総
会
開
催

９
　
月
　
根
津
神
社
祭
礼
御
遷
座
〓
百
年

・２
　
月
　
歳
木
特
別
警
戒
夜
警
実
施

１
　
月
　
町
内
お
汁
粉
会

そ
の
他
　
定
例
役
員
会

部
長
会

根
津
神
社
祭
礼
準
備

区
報
配
布

（年
２
口
）

「蓬
莱
町
だ
よ
り
」
配
布

赤
卜
字
婦
人
奉
仕
団
活
動
参
加

消
防
関
係
活
動
参
加
（女
性
防
火
防
災
訓
練
）

清
掃
事
業
協
力

・
資
源
回
収

小
学
校
新
入
児
童
　
成
人
式
お
祝
い

募
金
活
動
　
年
３
日

敬
と
の
日

大
ぷ
ら
会
於
海
蔵
寺

向
丘
２
１
１８
‐
４

向
丘
２
１
２５
‐
４

向
丘
２
１
１７
‐
４

向
丘
２
１
１８
‐
‐４

向
丘
２
１
１２
１
５

向
丘
２
１
Ｂ
１
７

向
Ｆ
２
１
２３
‐
”

向
丘
２
１
”
１
３

交
通
部

防
犯
部

防
災
部

婦
人
部

・
役
員
及
び
有
志

文
化
部
　
役
員
及
び
有
志

防
災

防
犯
部

役
員
及
び
有
志

文
化

婦
人
部

役
員
及
び
有
志

役
員
全
員

町
会
長
が
招
集

文
化
部

・
準
備
委
員
会

連
絡
員
　
役
員

池
日
暉
編
集
委
員
　
文
化
部

婦
人
部

婦
人
部

婦
人
部

文
化
部

婦
人
部

婦
人
部
　
蓬
莱
友
の
会

平
成
１８
年

１
月
ｎ
日
・２

日

・６

日

２５

日

２９

日

２

月

６

日

・３

日

・４

日

２３

日

３

月

１２

日

・７

日

滉

日

４

月

４

口

６

口

７

口

・２

日

２２

日
”
日

５
月

４

日

一
ｏ

日

31201912   8
日 日 日 日  日

文
京
区
町
会
連
合
会
新
年
会

役
職
者
会
（部
長
会
）

区
教
育
改
革
問
題
懇
談
会
駒
本
小
学
校

向
―■
地
区
町
会
長
会
新
年
会

政
訂
版
会
員
名
簿
原
稿
記
入
用
紙

を
各
地
区
担
当
役
員
に
配
布

青
少
年
対
策
向
丘
地
区
委
員
会
新
年
会

定
例
役
員
会

向
丘
地
区
町
会
長
会

青
年
婦
人
部
連
絡
協
議
会
合
同
新
年
会

駒
本
小
学
校
問
題
の
集
い

臨
時
総
会
＾
本
則
改
定
）

定
例
役
員
会

詢
本
小
学
校
問
題

（教
育
長
と
の
対
話
集
会
）

駒
本
小
学
校
卒
業
式

部
長
会
（各
部
収
支
決
算
報
告
）

駒
本
小
学
校
入
学
式

文
京
つ
つ
じ
祭
開
発
式

定
例
役
員
会

根
津
神
社
〓
百
年
祭
準
備
委
員
会

会
員
名
簿
作
成
委
員
会
（ゲ
ラ
校
正
）

つ
つ
じ
祭
り
警
備

つ
つ
じ
祭
り
甘
酒
茶
屋
当
番

平
成
１７
年
度
定
期
総
会定
例
役
員
会

向
丘
地
区
町
会
長
会
議

文
京
区
町
会
連
合
会
総
会

根
津
神
社
三
百
年
祭
準
備
委
員
会

区
立
第
六
中
学
校
　
公
開
講
座



『部
長
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

防
犯
部

の
取
り
組

み

へ
の
考
え

防
犯
対
策
の
　
環
と
し
て
春

・
秋
の
地
域
安
全
週

間
及
び
、
年
末
の
夜
回
り
な
ど
を
実
施
し
た
り
、
各

種
防
犯
集
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
　
地
域
の
防

犯
意
識
の
向
Ｌ
へ
と
啓
蒙
な
ら
び
に
連
絡
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
　
年
々
地
域
に
よ
り
外
国
人

犯
罪
も
多
発
し
　
千
日
も
凶
悪
化
傾
向
に
あ
る
中
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
巡
日
経
路

・
時
間
な
ど
を
　
空
き
巣

が
調
べ
た
り
、
空
き
巣
が
Ｔ
Ｖ
防
犯
番
組
　
防
犯
グ

ッ
ズ
展
示
会
な
ど
で
情
報
を
収
集
し
て
い
る
可
能
性

が
手
口
や
行
動
な
ど
で
推
察
さ
れ
る
と
の
事
で
す
．

犯
罪
の
起
こ
り
や
す
い
立
地
環
境
を
認
識
す
る
事
が

大
事
と
、
最
近
の
児
童
犯
罪
や
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪

で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
様
な
観
点
か
ら
、
地
域
周
辺
の
環
境
認
識
と

家
人
の
防
犯
へ
の
認
識
の
向
上
が
必
要
と
考
え
ま
す
．

具
体
的
に
は
　
地
域
の
皆
様
の
自
主
協
力
で

「自
転

車
移
動
時
　
散
歩

（犬
）
　

買
い
物
」
な
ど
の
時
に

「日
配
り
・
声
か
け
」
的
に
、
ご
近
所
の
顔
と
顔
で

昼
間
に
随
時
、
自
由
に
　
不
定
期
に
余
裕
時
間
に
出

来
る
形
で
バ
ト
ロ
ー
ル
的
役
日
が
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
　
犯
罪
意
識
の
向
上
と
啓
蒙
　
防
犯
連
絡
事

項
の
掲
示
板
及
び
回
覧
で
の
情
報
提
供
と
お
知
ら
せ

な
ら
び
に
警
察
署

・
防
犯
協
会
等
が
開
催
す
る
説
明

会
　
講
習
会
へ
の
参
加
を
始
め
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
な
が
ら
　
何
か
の
出
来
事
が
発
生
し

た
時
は
緊
急
連
絡
な
ど
の
協
力
意
識
を
持
っ
て
し
て

「地
域
環
境
の
認
識
と
家
人
の
防
犯
意
識
の
向
上
」

を
町
会
防
犯
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。［統
計
的
に
空
き
巣
は
五
分
以
内
に
侵
人
で
き
な
い

と
退
散
・ブ
ザ
ー
■
一重
鍵
等
の
戸
締
ま
り
が
鍵
］

［人
日
が
属
か
な
い
、
家
の
死
角
が
進
人
経
路
と
な

る
の
で
　
要
注
意

・
我
が
家
の
点
検
も
必
要
］

瀧

口

逸

策

婦
　
人
　
部

お
役
を
頂
い
て
　
年
が
過
ぎ
ま
し
た
．
婦
人
部
活

動
も
多
く
の
方
々
の
支
え
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
只
今
部
員
は
　
五
名

で
す
。
昨
年
は
町
会
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
、
防
災
コ
ン

ク
ー
ル
に
婦
人
部
員
二
名
が
出
場
し
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
応
援
者
と
選
手
が
　
体
と
な
れ
た

お
か
げ
で
す
。
地
域
は
　
人
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
と
共
に
蓬
莱
町
を
明
る
い
、
誰
も
が
声

を
か
け
合
え
る
落
ち
つ
い
た
街
に
な
り
ま
す
よ
う
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤

関

方

江

文
　
化
　
部

昨
年
度
は
永
い
間
大
観
音
境
内
で
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
夏
の
盆
踊
り
大
会
も
六
年
ぶ
り
に
加
藤
さ
ん

真
浄
寺
さ
ん
前
の
通
り
を
お
借
り
し
ま
し
て
開
催
し

ま
し
た
所
予
想
以
Ｌ
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂

き
盛
大
に
で
き
ま
し
た
。
踊
り
も
太
戦
も
久
し
ぶ
り

で
し
た
の
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

さ
て
　
今
年
は
九
月
根
津
神
社
の
二
百
年
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
町
会
を
上
げ
て
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た

だ
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。
大

畑

清

心

高
齢
者
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
文
京
区
内
に
八
四
ク
ラ
ブ

（会

員
数
約
六
四
〇
〇
名
）
が
あ
り
　
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
た
め
に
次

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

手
芸
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
　
カ
ラ
オ
ケ
、

詩
吟
、
リ
ズ
ム
体
操
、
誕
生
会
、
新
年
会
、

輸
投
げ
、
等
々

文
京
区
蓬
莱
友
の
会

会
長
　
青

木

いン
や

電
話

（三
八
二
一
）
六
九
五
九


